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務

１
．
は
じ
め
に

平
成
23
年
３
月
11
日
14
時
46
分
、
三
陸
沖
を
震
源
地
と
し
て
発
生
し
た
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
（
Ｍ
９
・
０
最
大
震
度
７
）
は
、
我
々
が
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
被
害
を
も
た
ら
し
、
極
め
て
多
数
の
人
命
と
莫
大
な
資
産
が
一
瞬
の
う
ち
に
失

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
津
波
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
放
射
能
漏
れ
事
故
は
現
在
も
予
断
を
許
さ
な
い
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。地

震
発
生
時
の
大
阪
市
中
央
区
の
震
度
は
３
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
近
畿
運
輸
局

が
所
在
す
る
大
阪
合
同
庁
舎
４
号
館
で
は
、
ミ
シ
ミ
シ
と
い
う
音
と
と
も
に
、
数
分

に
わ
た
り
大
き
な
横
揺
れ
が
続
き
、
移
動
式
書
庫
が
左
右
に
何
度
も
動
く
と
い
う
状

況
に
あ
り
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
か
ら
は
、
東
北
地
方
で
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
が
、
緊
急
放
送
で
流

さ
れ
、
暫
く
す
る
と
、
各
地
で
津
波
が
押
し
寄
せ
、
家
屋
や
車
な
ど
が
流
さ
れ
る
状

況
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
し
く
、
我
々
が
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

未
曾
有
の
大
災
害
で
あ
り
ま
す
。

２
．
近
畿
運
輸
局
災
害
対
策
本
部
の
設
置

近
畿
に
お
い
て
も
、
同
日
15
時
30
分
に
和
歌
山
県
で
津
波
警
報
、
16
時
08
分
に
大

津
波
警
報
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
近
畿
運
輸
局
で
は
非
常
体
制
を
と
り
近
畿
運
輸

局
災
害
対
策
本
部
（
本
部
長　

局
長
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

和
歌
山
県
に
大
津
波
警
報
が
発
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
和
歌
山
運
輸
支
局
、
勝
浦
海

事
事
務
所
に
対
し
、
来
庁
者
、
職
員
の
安
全
確
保
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、
和
歌
山

県
内
の
運
輸
事
業
者
（
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
）
に
、
沿
岸
部
で
の
運
行
及

び
作
業
等
へ
の
注
意
喚
起
及
び
、
状
況
に
よ
る
運
行
中
止
や
旅
客
の
安
全
確
保
に
つ

い
て
、
緊
急
通
知
を
発
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
動
車
検
査
証
の
有
効
期
限
の
伸
長
の
必
要
性
を
判
断
す
る
た
め
、
地
震

直
後
に
管
内
の
運
輸
支
局
及
び
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
の
庁
舎
及
び
検
査
施
設
の

被
災
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
府
県
の
自
動
車
整
備
振
興
会
を
通
じ
、
自
動
車

整
備
事
業
者
の
被
災
状
況
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
紀
勢
本
線
で
は
津
波
警
報
を
受
け
、
和
歌
山
、
新
宮
間
で
19
本
の

列
車
が
駅
な
ど
で
停
車
し
、
特
に
津
波
被
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
串
本
駅
で
は
乗
客
を

高
台
に
避
難
さ
せ
る
な
ど
の
措
置
を
と
り
、
旅
客
の
安
全
を
確
保
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

地
震
発
生
後
の
近
畿
に
お
け
る
公
共
交
通
機
関
の
運
休
状
況
（
平
成
23
年
３
月
11

日
18
時
現
在
）
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
あ
り
、
近
畿
運
輸
局
災
害
対
策
本
部
と
し

て
、
情
報
を
収
集
し
報
道
各
社
へ
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

（
鉄
道
）

Ｊ
Ｒ
紀
勢
本
線
（
和
歌
山
、
新
宮
間
）、
南
海
和
歌
山
港
線
（
全
線
）、
南
海
加
太

線
（
全
線
）、
紀
州
鉄
道
（
全
線
）

（
バ
ス
）

和
歌
山
県
内
路
線
バ
ス
の
一
部
（
中
紀
バ
ス
、
御
坊
南
海
バ
ス
、
熊
野
交
通
）、

淡
路
交
通
の
一
部
、
京
阪
神
等
か
ら
関
東
、
東
北
方
面
高
速
バ
ス

（
フ
ェ
リ
ー
等
）

南
海
フ
ェ
リ
ー
、
友
ヶ
島
汽
船

３
．
緊
急
物
資
輸
送
等
へ
の
対
応

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
救
援
物
資
の
緊
急
輸
送
は
、
震
災
直
後
か
ら
速
や
か
に
行
う
必

要
が
あ
り
、
多
く
の
自
治
体
に
ま
た
が
る
大
規
模
災
害
の
場
合
は
国
の
果
た
す
役
割

が
特
に
大
き
く
な
り
ま
す
。

今
回
の
震
災
で
は
政
府
の
緊
急
災
害
対
策
本
部
か
ら
国
土
交
通
省
自
動
車
交
通
局

を
通
じ
て
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
へ
緊
急
物
資
輸
送
の
配
車
依
頼
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
近
畿
各
府
県
か
ら
も
、
各
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
て
災
害
時
等
応
援
協

定
に
基
づ
き
緊
急
物
資
輸
送
の
要
請
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

近
畿
各
府
県
か
ら
の
営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
緊
急
物
資
輸
送
の
状
況
は
下
記
の

通
り
で
あ
り
ま
す
。（
平
成
23
年
４
月
25
日
現
在　

延
べ
車
両
数
）

　

・
大
阪
府　

67
両　

・
京
都
府　

20
両　

・
兵
庫
県　

150
両

　

・
奈
良
県　

42
両　

・
滋
賀
県　

21
両　

・
和
歌
山
県　

31
両

主
な
輸
送
品
目
：
米
、
飲
料
水
、
食
品
、
毛
布
、
衛
生
用
品
、
日
用
雑
貨
、

　
　
　
　
　
　
　

重
油
、
ガ
ソ
リ
ン
、
仮
設
ト
イ
レ
な
ど

船
舶
に
よ
る
輸
送
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
海
事
局
か
ら
（
社
）
日
本
旅
客
船

協
会
へ
緊
急
車
両
等
の
優
先
的
な
要
請
を

行
い
、
全
国
の
長
距
離
フ
ェ
リ
ー
船
社
に

よ
り
、
自
衛
隊
・
警
察
・
消
防
等
の
緊
急

車
両
及
び
救
援
隊
の
輸
送
を
行
い
ま
し

た
。と

り
わ
け
、
震
災
地
域
で
は
港
湾
施
設

が
被
害
を
受
け
て
使
用
で
き
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
海
側
を
航
路

と
す
る
新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
に
お
い
て

は
、
震
災
直
後
か
ら
北
海
道
の
自
衛
隊
を

は
じ
め
、
多
く
の
緊
急
車
両
や
援
助
隊
の

輸
送
を
、
秋
田
・
新
潟
へ
の
臨
時
便
27
便

を
４
月
18
日
ま
で
運
航
す
る
な
ど
、
既
存

航
路
を
含
め
て
４
月
中
旬
ま
で
で
約
3
、
0
0
0
台
、
1
1
、
0
0
0
人
を
輸
送

し
ま
し
た
。
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４
．
自
動
車
検
査
、
登
録
の
対
応

国
土
交
通
省
で
は
、
震
災
の
影
響
で
東
北
、
関
東
等
に
使
用
の
本
拠
の
位
置
を
有

す
る
自
動
車
並
び
に
災
害
復
旧
、
物
資
輸
送
等
に
対
応
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
、
自

動
車
検
査
証
の
有
効
期
間
を
伸
長
す
る
措
置
（
現
在
の
と
こ
ろ
震
災
発
生
日
か
ら
１

か
月
、
地
域
に
よ
っ
て
は
２
か
月
）
を
講
じ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
同
様

の
措
置
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
福
島
原
発
事
故
の
被
害
拡
大
防
止
の

た
め
に
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ポ
ン
プ
車
に
つ
い
て
は
、
基
準
緩
和
及
び
臨
時

運
行
許
可
手
続
き
を
即
日
で
処
理
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

さ
ら
に
、
震
災
、
津
波
に
よ
り
、
多
く
の
自

動
車
が
破
損
、

流
出
し
た
こ
と

か
ら
、
東
北
運

輸
局
や
管
内
の

運
輸
支
局
に
廃

車
の
手
続
き
等

の
問
い
合
わ
せ

が
殺
到
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、

避
難
所
に
お
ら

れ
る
方
等
、
問

い
合
わ
せ
先
も
わ
か
ら
ず
、
不
安
を
持
た
れ
て

い
る
被
災
者
も
多
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

東
北
運
輸
局
管
内
の
運
輸
支
局
で
は
自
動
車
の

諸
手
続
等
の
相
談
を
受
け
た
り
、
無
料
点
検
を

行
う｢

移
動
自
動
車
相
談
所｣

を
４
月
７
日
に

開
設
し
、
避
難
所
、
市
役
所
等
を
巡
回
し
、
被

災
者
の
問
い
合
わ
せ
等
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

近
畿
運
輸
局
で
は
、
東
北
運
輸
局
の
業
務
が

非
常
に
繁
忙
、
輻
輳
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
業
務
支
援
と
し
て
、
２
週
間
に
渡
り
２

名
（
各
週
１
名
）
の
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

５
．
就
職
支
援
へ
の
対
応

船
舶
が
震
災
に
よ
り
破
損
し
た
た
め
乗
船
で
き
な
く
な
っ
た
船
員
に
対
し
て
、
国

土
交
通
省
で
は
雇
用
を
確
保
す
る
た
め
、
在
籍
出
向
に
よ
る
融
通
を
弾
力
的
に
運
用

し
て
、
現
在
、
宮
城
県
の
捕
鯨
会
社
の
雇
用
船
員
が
太
地
町
漁
業
協
同
組
合
に
出
向

し
て
捕
鯨
の
再
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

６
．
近
畿
の
観
光
、
交
通
機
関
へ
の
影
響

① 
観　
　

光

大
震
災
及
び
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
が
世
界
的
に
大
き
く
報
道
さ

れ
、
ま
た
、
各
国
の
外
交
当
局
の
自
国
民
に
対
し
て
の
日
本
渡
航
延
期
ま
た
自
粛
等

の
勧
告
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、訪
日
す
る
外
国
人
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
内
全
体
の
自
粛
ム
ー
ド
も
あ
り
、
宿
泊
や
パ
ー
テ
ィ
ー
等
、
ま
た
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
規
模
の
縮
小
な
ど
に
よ
り
、
国
内
観
光
に
お
い
て
も
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

特
に
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
い
る
訪
日
ツ
ア
ー
の
回
復
に
向
け
、
本
年
度
の
ビ

ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
事
業
に
お
い
て
は
、「
風
評
被
害
緊
急
対
策
事
業
」
と
位
置
づ

け
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
及
び
現
地
旅
行
会
社
の
招
請
を
全
額
国
費
負
担
で
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
取
組
み
を
通
じ
て
、
日
本
の
安
心
・
安
全
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
素
晴
ら
し
さ
を
引
き
続
き
伝
え
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
関
西
に
４
月
16
日
の
台
湾
か
ら
の
ツ
ア
ー
、
ま
た
18
日
に
は
香
港
の
ツ

ア
ー
が
再
開
さ
れ
、
以
後
順
次
ツ
ア
ー
が
催
行
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
国
内
観
光
に
お
い
て
も
、
４
月
21
日
に
官
民
合
同
に
よ
る
国
内
旅
行
進
行

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
一
弾
を
ス
タ
ー
ト
し
、
旅
行
を
通
じ
た
被
災
地
へ
の
直
接
の
支
援

に
資
す
る
取
組
み
や
風
評
被
害
の
改
善
に
つ
な
が
る
取
組
等
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

「
が
ん
ば
ろ
う
！
日
本
！
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
と
と
も
に
、
共
通
の
ロ
ゴ
を
作
成
し
、

観
光
及
び
関
係
業
界
と
一
体
と
な
っ
て
国
内
旅
行
の
振
興
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

② 

鉄　
　

道

平
成
23
年
３
月
の
輸
送
状
況
は
、
Ｊ
Ｒ
、
大
手
私
鉄
各
社
と
も
出
控
え
等
の
影
響

で
、
対
前
年
度
同
月
比
輸
送
人
員
で
４
〜
６
％
の
落
ち
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
小
私
鉄
で
は
、
比
較
的
観
光
路
線
要
素
が
高
い
、
京
福
電
鉄
、
叡
山
電
鉄
、
嵯

峨
野
観
光
鉄
道
の
落
ち
込
み
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
震
災
で
茨
城
県
、
福
島
県
に
あ
る
鉄
道
車
両
の
部
品
製
造
工
場
の
被
災
に

よ
り
、
部
品
調
達
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
は
、
４
月
２
日
か

ら
紀
勢
本
線
等
で
間
引
き
運
転
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
部
品
調
達
に
目
途
が
つ

い
た
こ
と
か
ら
、
４
月
８
日
か
ら
通
常
運
転
に
戻
っ
て
い
ま
す
。

③ 

バ　
　

ス

高
速
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
地
震
発
生
直
後
は
関
東
、
東
北
方
面
へ
の
路
線
が
一
部

を
除
き
運
休
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
関
東
方
面
へ
の
路
線
は
３
月
14
日
か
ら
運
行
を

再
開
、
東
北
方
面
に
つ
い
て
は
３
月
21
日
の
山
形
線
を
皮
切
り
に
再
開
し
、
被
害
の

甚
大
で
あ
っ
た
仙
台
線
が
３
月
29
日
よ
り
、い
わ
き
線
（
い
わ
き
〜
浪
江
間
は
運
休
）

が
４
月
15
日
よ
り
運
行
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

３
月
の
高
速
バ
ス
の
輸
送
人
員
を
み
る
と
、
対
前
年
度
同
月
比
で
東
北
方
面
は
運

休
の
影
響
も
あ
り
半
数
程
度
、
関
東
方
面
（
東
京
方
面
を
含
む
）
に
お
い
て
も
大
幅

な
落
ち
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

貸
切
バ
ス
に
つ
い
て
も
、
震
災
の
影
響
が
色
濃
く
で
て
お
り
、
外
国
人
旅
客
の
減

少
、
出
控
え
、
行
事
の
中
止
等
に
よ
り
キ
ャ
ン
セ
ル
が
激
増
し
て
お
り
、
暫
く
の
間
、

先
行
き
が
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

④ 

フ
ェ
リ
ー
等

自
粛
ム
ー
ド
に
よ
り
、
予
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
や
新
規
予
約
が
入
ら
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
若
干
の
自
粛
ム
ー
ド
の
緩
み
や
、
東
日
本
の
旅
行
を
手

控
え
る
代
わ
り
西
日
本
へ
の
旅
行
需
要
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
完
全
な
回
復

に
は
ま
だ
ま
だ
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
日
本
立
ち
寄
り
の
取
り
や

め
な
ど
、
原
発
風
評
被
害
の
影
響
が
大
き
く
、
回
復
の
兆
し
は
み
え
て
こ
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
予
約
状
況
（
４
月
15
日
現
在
）
を
み
る
と
、
各

方
面
と
も
旅
客
数
で
、
前
年
実
績
の
20
％
前
後
の
落
ち
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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７　
今
後
の
国
土
交
通
省
の
対
応

現
在
、
国
土
交
通
省
と
し
て
未
曾
有
の
大
災
害
に
対
し
て
、
復
旧
、
復
興
に
向
け

全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

極
め
て
多
数
の
人
命
と
莫
大
な
資
産
が
一
瞬
の
う
ち
に
失
わ
れ
る
と
い
う
未
曾
有

の
災
害
に
際
し
、
人
命
救
助
を
第
一
義
と
し
、
被
災
者
の
救
援
救
助
、
陸
海
空
に
わ

た
る
緊
急
輸
送
路
の
確
保
等
に
全
力
を
あ
げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
、
救
援
救
助
、
被
災
者
生
活
の
支
援
、
物
流
の
確
保
、
道
路
、
港
湾
、
空
港
、

鉄
道
、
河
川
等
の
所
管
施
設
の
復
旧
、
住
宅
の
確
保
、
被
災
自
治
体
の
支
援
等
を
強

力
に
進
め
、
被
災
地
域
の
復
旧
、
復
興
と
被
災
者
の
生
活
の
安
定
に
総
力
を
あ
げ
て

取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
国
土
交
通
省
の
取
組
状
況
」（
運
輸
関
係
）

【
自
動
車
交
通
局
】

①　

緊
急
物
資
輸
送
要
請
対
応
と
し
て
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
通
じ
て
ト
ラ
ッ

ク
事
業
者
に
要
請
。
政
府
の
緊
急
災
害
対
策
本
部
（
内
閣
官
房
）
か
ら
の
具
体

的
な
指
示
を
受
け
て
適
切
に
対
応
し
ま
し
た
。

②　

災
害
時
等
応
援
協
定
に
基
づ
く
自
治
体
と
地
方
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
の
間
の
調
整

状
況
の
把
握
に
努
め
ま
し
た
。

③　

被
災
地
に
お
け
る
物
流
管
理
を
強
化
す
る
た
め
、
県
災
害
対
策
本
部
へ
物
流
専

門
家
を
派
遣
し
ま
し
た
。

④　

東
北
地
方
を
発
着
す
る
高
速
バ
ス
の
運
行
再
開
を
バ
ス
事
業
者
に
要
請
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
需
要
に
応
じ
た
続
行
便
や
他
事
業
者
の
車
両
の
活
用
も
含
め
た

輸
送
力
の
増
強
を
要
請
し
ま
し
た
。

⑤　

原
発
周
辺
の
避
難
輸
送
に
関
し
、
３
月
25
日
の
官
房
長
官
発
言
（
自
主
避
難
の

促
進
）
を
踏
ま
え
、
バ
ス
協
会
に
お
い
て
対
応
を
準
備
す
る
よ
う
協
力
要
請
し

ま
し
た
。

⑥　

公
共
交
通
事
業
者
の
被
害
状
況
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
状
況
に
つ
い
て
把
握
し

ま
し
た
。

⑦　

車
検
の
有
効
期
間
の
伸
長
措
置
を
実
施
し
ま
し
た
。

⑧　

所
管
施
設
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
引
き
続
き
情
報
収
集
に
努
め
ま
す
。

⑨　

保
安
基
準
適
合
証
及
び
保
安
基
準
適
合
標
章
の
有
効
期
間
の
伸
長
措
置
を
実
施

し
ま
し
た
。

⑩　

自
動
車
整
備
士
養
成
学
校
卒
業
者
等
が
整
備
士
試
験
の
実
技
免
除
等
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
期
間
を
延
長
し
ま
し
た
。

⑪　

自
動
車
の
廃
車
・
新
車
購
入
手
続
き
等
の
特
例
的
取
扱
を
実
施
し
ま
し
た
。

⑫　

震
災
に
お
い
て
、
自
動
車
が
津
波
に
流
さ
れ
る
な
ど
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に

対
し
て
、
各
避
難
所
等
で
、
自
動
車
諸
手
続
き
の
相
談
や
自
動
車
の
無
料
点
検

を
行
う
「
移
動
自
動
車
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

⑬　

Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
の
特
例
的
取
扱
の
実
施
を
し
ま
し
た
。

【
鉄
道
局
】

①　

施
設
の
被
害
状
況
の
把
握
と
鉄
道
の
復
旧
情
報
の
利
用
者
へ
の
適
切
な
情
報
提

供
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

②　

計
画
停
電
に
伴
う
鉄
道
の
運
休
情
報
等
の
把
握
と
利
用
者
へ
の
適
切
な
情
報
提

供
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

③　

東
北
向
け
石
油
列
車
、
コ
ン
テ
ナ
列
車
の
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
海
事
局
】

①　

北
海
道 

―
本
州
間
で
フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
自
衛
隊
等
の
要
員
及
び
車
両
の
輸
送
を

実
施
中
で
、
追
加
的
な
輸
送
要
請
が
来
て
お
り
、
輸
送
発
着
地
点
も
増
や
し
て

輸
送
実
施
予
定
で
す
。

②　

緊
急
物
資
で
あ
る
油
の
内
航
輸
送
に
つ
い
て
、
日
本
海
側
ル
ー
ト
及
び
太
平
洋

側
ル
ー
ト
で
の
輸
送
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
緊
急
物
資
輸
送
に
使
用
可
能

な
船
舶
と
し
て
、
内
航
海
運
組
合
総
連
合
会
を
通
じ
て
コ
ン
テ
ナ
船
、
Ｒ
Ｏ
Ｒ

Ｏ
船
及
び
砂
利
運
搬
船
を
、
日
本
郵
船
㈱
よ
り
モ
ジ
ュ
ー
ル
船
を
、（
独
）
航

海
訓
練
所
よ
り
練
習
船
銀
河
丸
な
ど
を
確
保
済
み
で
、
災
害
対
策
本
部
等
か
ら

の
要
請
に
応
じ
て
の
輸
送
を
実
施
し
ま
す
。

③　

風
評
被
害
対
策
と
し
て
、
外
国
船
社
に
対
し
、
公
表
さ
れ
て
い
る
東
京
港
、
横

浜
港
等
の
放
射
線
測
定
値
に
つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
デ
ー
タ
に
基

づ
き
東
京
港
、
横
浜
港
等
へ
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
日
本
発
の
コ
ン
テ
ナ
及
び
船
舶
に
対
す
る
安
全
性
に
懸
念
の
声
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
輸
出
コ
ン
テ
ナ
及
び
船
舶
の
放
射
能
測
定
に
対
す
る
証
明
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
港
湾
内
の
大
気
及
び
海
水
に
つ
い
て
放
射
能
測
定
を
実
施
、

公
表
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

④　

航
路
の
運
航
再
開
、船
舶
及
び
造
船
所
の
被
害
情
報
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

⑤　

海
技
免
状
、
船
舶
検
査
等
の
申
請
手
続
き
、
検
査
の
実
施
等
に
つ
い
て
、
被
災

者
向
け
の
特
例
措
置
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
各
種
規
制
に
つ
き
緊
急
避
難
的
対

応
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⑥　

被
災
船
舶
の
円
滑
な
処
理
の
た
め
、
被
災
船
舶
の
所
有
者
情
報
の
自
治
体
へ
の

提
供
、
問
い
合
わ
せ
窓
口
の
設
置
な
ど
の
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

⑦　

被
害
を
受
け
た
事
業
者
等
の
意
向
を
確
認
の
上
、
海
上
運
送
事
業
、
船
舶
等
の

施
設
、造
船
関
係
事
業
所
な
ど
の
復
興
支
援
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
被
災
者（
船

舶
所
有
者
、
船
員
等
）
を
対
象
と
し
て
、
き
め
細
か
な
就
職
支
援
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
技
術
総
括
審
議
官
】（
物
流
部
門
）

①　

営
業
倉
庫
等
に
つ
い
て
、
運
輸
局
及
び
関
係
団
体
等
を
通
じ
て
、
人
的
被
害
の

把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
施
設
等
の
被
害
状
況
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

②　

緊
急
物
資
の
円
滑
な
輸
送
及
び
保
管
等
を
行
う
倉
庫
の
確
保
の
た
め
、
倉
庫
施

設
や
利
用
運
送
事
業
に
関
す
る
必
要
な
情
報
収
集
、
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③　

生
活
支
援
本
部
で
検
討
中
の
「
物
資
調
達
・
輸
送
中
期
計
画
」
の
円
滑
な
実
施

に
向
け
て
の
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
観
光
庁
】

①　

県
境
を
越
え
た
旅
館
・
ホ
テ
ル
（
避
難
所
指
定
）
で
の
被
災
者
の
受
入
れ
に
つ

い
て
、
関
係
省
庁
の
協
力
を
得
て
、
関
係
自
治
体
及
び
宿
泊
団
体
と
具
体
的
な

調
整
を
実
施
中
で
す
。（
被
災
者
の
と
り
ま
と
め
は
自
治
体
が
実
施
）。

②　

日
本
政
府
観
光
局
（
J
N
T
O
）
に
お
い
て
、イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
T
I
C
）
で
電
話
問
い
合
わ
せ
に
24
時
間
対
応
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
英
・
中
・
韓
）
に
各
種
情
報
へ
の
リ
ン
ク
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

③　

現
在
の
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
震
災
後
の
観
光
に
関
す
る
取
り
組
み
を

積
極
的
に
行
う
こ
と
は
、
被
災
地
へ
の
応
援
に
も
な
り
、
困
難
な
状
況
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
も
有
意
義
で
あ
る
旨
、
全
国
の
観
光
関
係
者
へ
通
知
を
行
い
ま

し
た
。
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